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日本語でスピーチをした樺太残留邦人 関幸恵さん 

 

令和２年度「中国・樺太帰国者を知る集い」 

樺太残留邦人に焦点 

帰国者の苦労と努力 

3月
がつ

6
むい

日
か

に令和
れ い わ

2年度
ね ん ど

2回目
か い め

の「中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

を知
し

る集
つど

い」が開
かい

催
さい

されました。今
こん

回
かい

は樺
から

太
ふと

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

に焦
しょう

点
てん

があてられ、一
いっ

般
ぱん

市
し

民
みん

を中
ちゅう

心
しん

にした 56名
めい

の参
さん

加
か

者
しゃ

が残
ざん

留
りゅう

の経
けい

緯
い

を学
まな

び、残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の声
こえ

に耳
みみ

を傾
かたむ

けました。 

「集
つど

い」の前
ぜん

半
はん

では、滋
し

賀
が

県
けん

平
へい

和
わ

記
き

念
ねん

館
かん

から借
か

り

たビデオ「悲
ひ

劇
げき

と労
ろう

苦
く

の地
ち

樺
から

太
ふと

」と、厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

制
せい

作
さく

の「運
うん

命
めい

の軌
き

跡
せき

」から樺
から

太
ふと

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の証
しょう

言
げん

映
えい

像
ぞう

が

上
じょう

映
えい

され、終
しゅう

戦
せん

前
ぜん

後
ご

の樺
から

太
ふと

で何
なに

が起
お

きたのか、ま

た樺
から

太
ふと

にいた日
に

本
ほん

人
じん

がどのような運
うん

命
めい

をたどること

になったかを学
まな

びました。中
ちゅう

国
ごく

でも樺
から

太
ふと

でも痛
いた

まし

い悲
ひ

劇
げき

が起
お

こっていたこと、戦
せん

争
そう

で最
もっと

も苦
くる

しむのは

弱
よわ

い立
たち

場
ば

にある人
ひと

々
びと

であることを改
あらた

めて痛
つう

感
かん

させ

られる内
ない

容
よう

でした。 

「いままで知らなかった・・・」 

後
こう

半
はん

は当
とう

センターの日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

を受
じゅ

講
こう

している

樺
から

太
ふと

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の関
せき

幸
さち

恵
え

さんが日
に

本
ほん

語
ご

でスピーチを

しました。 

関
せき

幸
さち

恵
え

さんは、永住帰国した樺
から

太
ふと

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の中
なか

で

最
もっと

も若
わか

い 1961年
ねん

生
う

まれ。樺
から

太
ふと

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の多
おお

くは、 

 

 

朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

出
しゅっ

身
しん

者
しゃ

と結
けっ

婚
こん

し、樺
から

太
ふと

への残
ざん

留
りゅう

を余
よ

儀
ぎ

な

くされていますが、関
せき

さんのように、終
しゅう

戦
せん

後
ご

に日
に

本
ほん

人
じん

の両
りょう

親
しん

のもとに生
う

まれて、そのままその地
ち

に居
きょ

住
じゅう

していた残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

もいます。 

関
せき

さんは、一
いち

時
じ

帰
き

国
こく

に参
さん

加
か

して初
はじ

めて日
に

本
ほん

に来
き

た

ときのこと、漢
かん

字
じ

を覚
おぼ

えるのが大
たい

変
へん

なこと、子
こ

ども

たちのことなどを、はっきりとした聞
き

きとりやすい

発
はつ

音
おん

で語
かた

りました。 

若
わか

い残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

はロシアの教
きょう

育
いく

を受
う

けて育
そだ

ち、日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

う機
き

会
かい

が少
すく

なかったので、帰
き

国
こく

後
ご

、日
に

本
ほん

語
ご

の習
しゅう

得
とく

、文
ぶん

化
か

習
しゅう

慣
かん

の違
ちが

いなどで様
さま

々
ざま

な苦
く

労
ろう

があり

ます。関
せき

さんのスピーチからもそのような苦
く

労
ろう

と、

同
どう

時
じ

に前
まえ

向
む

きな努
ど

力
りょく

をうかがい知
し

ることができま

した。 

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

の先
せん

生
せい

に見
み

てもらいながら、時
じ

間
かん

をか

けて一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

練
れん

習
しゅう

してきただけに、スピーチを終
お

えた関
せき

さんは本
ほん

当
とう

にうれしそうでした。参
さん

加
か

者
しゃ

から

も「若
わか

い帰
き

国
こく

者
しゃ

がいることは知
し

らなかった。生
なま

の声
こえ

を聞
き

けたことはよかった。もっと聞
き

きたい」という

声
こえ

が寄
よ

せられました。 

ほかにも「樺
から

太
ふと

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

についてはほとんど情
じょう

報
ほう

がない。知
し

らないことが多
おお

かったので、ありがた

かった」、「帰
き

国
こく

者
しゃ

が日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

に適
てき

応
おう

することの大
たい

変
へん

さを感
かん

じた」などの感
かん

想
そう

がありました。 
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旭川市による生活支援講座 

「ぐちの言い合いをしよう」 

旭
あさひ

川
かわ

では昨
さく

年
ねん

2月
がつ

以
い

降
こう

、帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんが「集
つど

う」こ

とが困
こん

難
なん

な状
じょう

況
きょう

とされ、もっぱら電
でん

話
わ

でのや
や

り取
と

りが

中
ちゅう

心
しん

でした。このような状
じょう

況
きょう

の中
なか

、市
し

民
みん

のみなさんの

日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

も大
おお

きな変
へん

化
か

を余
よ

儀
ぎ

なくされ、とりわけ帰
き

国
こく

者
しゃ

の場
ば

合
あい

は情
じょう

報
ほう

の受
う

け止
と

め方
かた

も様
さま

々
ざま

で、「何
なに

をどうすれば

よいのか？」、「どのように行
こう

動
どう

すればよいのか？」と相
そう

当
とう

迷
まよ

い、混
こん

乱
らん

もありました。 

一
いち

年
ねん

以
い

上
じょう

顔
かお

を合
あ

わせていないこともあり、何
なん

とか帰
き

国
こく

者
しゃ

だけでも集
あつ

まって、昨
さく

年
ねん

来
らい

の「コロナ禍
か

」でたまって

いる「愚
ぐ

痴
ち

」の言
い

い合
あ

いをしよう、との発
はっ

想
そう

で、生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

講
こう

座
ざ

が開
かい

催
さい

されることになりました。 

講
こう

座
ざ

は４月
がつ

２１日
にち

に国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

センターの共
きょう

用
よう

会
かい

議
ぎ

室
しつ

にて開
ひら

かれ、帰
き

国
こく

者
しゃ

６名
めい

、市
し

の担
たん

当
とう

者
しゃ

を含
ふく

む４名
めい

の

支
し

援
えん

者
しゃ

が参
さん

加
か

しました。 

久しぶりの顔、「元気してたかい」 

一
いち

年
ねん

三
さん

ヶ
か

月
げつ

ぶりの顔
かお

合
あ

わせ。マスク越
ご

しに互
たが

いの顔
かお

を見
み

合
あ

わせて、「元
げん

気
き

してたかい」、「ど

うしてた～」と口
くち

々
ぐち

に挨
あい

拶
さつ

し、尋
たず

ね合
あ

います。 

最
さい

初
しょ

に市
し

の担
たん

当
とう

者
しゃ

から、マスク、消
しょう

毒
どく

、3密
みつ

を避
さ

けること等
とう

の感
かん

染
せん

予
よ

防
ぼう

、ワクチン接
せっ

種
しゅ

につ

いての説
せつ

明
めい

があり、その後
あと

にそれぞれの近
きん

況
きょう

報
ほう

告
こく

が始
はじ

まりました。 

「チラシを見
み

て、安
やす

いスーパーへ妻
つま

と散
さん

歩
ぽ

がて

ら歩
ある

いていく」「買
か

いものに行
い

くときは、２０

分
ぷん

くらい歩
ある

くので、よい運
うん

動
どう

になる」「テレビ

は主
おも

にニュース番
ばん

組
ぐみ

を見
み

るが、スポーツや時
じ

代
だい

劇
げき

が楽
たの

しみ」など普
ふ

段
だん

の生
せい

活
かつ

のことや、「白
はく

内
ない

障
しょう

の手
しゅ

術
じゅつ

をし

て、よく見
み

えるようになった」など健
けん

康
こう

に関
かん

する話
はなし

、「帰
き

国
こく

後
ご

４０年
ねん

経
た

つが、まだ社
しゃ

会
かい

になじめない。自
じ

分
ぶん

の話
はな

し方
かた

や考
かんが

え方
かた

が社
しゃ

会
かい

では受
う

け入
い

れられない、でも不
ふ

自
じ

由
ゆう

なく生
せい

活
かつ

できることがありがたい」という帰
き

国
こく

者
しゃ

特
とく

有
ゆう

の悩
なや

み、「子
こ

どもや孫
まご

が遊
あそ

びに来
こ

ないので寂
さび

しい」「海
かい

外
がい

にいる子
こ

どもに会
あ

いたい」など新
しん

型
がた

コロナウ

イルス感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

の中
なか

での悩
なや

みなどが話
はな

されました。 

久
ひさ

しぶりに顔
かお

を見
み

て、それぞれ思
おも

うことを話
はな

すことで、不
ふ

安
あん

やストレスがいくらか和
やわ

らいでいく様
よう

子
す

が伺
うかが

えました。また、今
こん

後
ご

の計
けい

画
かく

については川
かわ

釣
づ

り、花
はな

見
み

、旅
りょ

行
こう

、温
おん

泉
せん

、電
でん

車
しゃ

旅
りょ

行
こう

など、思
おも

い思
おも

いの案
あん

が出
だ

され

ました。帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんはボランティアのみなさんとも会
あ

いたいと言
い

っており、6月
がつ

頃
ごろ

には何
なん

らかの交
こう

流
りゅう

の機
き

会
かい

をもてれば、と考
かんが

えています。（寄稿 旭川市支援・相談員 門別秀保） 
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ともに新たな体験を 
 稚

わっか

内
ない

では、令
れい

和
わ

２年
ねん

度
ど

末
まつ

も帰
き

国
こく

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

とした行
ぎょう

事
じ

がいくつか行
おこな

われました。この新
しん

型
がた

コロナウイル

ス感
かん

染
せん

症
しょう

拡
かく

大
だい

の状
じょう

況
きょう

の中
なか

、集
あつ

まるのはほぼ同
おな

じ顔
かお

ぶれ、言
い

ってみれば内
うち

輪
わ

でのこじんまりとした集
あつ

まりと

なりましたが、仲
なか

間
ま

とともに様
さま

々
ざま

な体
たい

験
けん

するときとなりました。 

健康増進プログラム 

２月
がつ

２６日
にち

「コロナに負
ま

けない免
めん

疫
えき

力
りょく

をつくろう」

と題
だい

して健
けん

康
こう

運
うん

動
どう

教
きょう

室
しつ

が開
かい

催
さい

されました。樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

７名
めい

が参
さん

加
か

し、イスに座
すわ

って、タオルやボールを使
つか

っ

て体
からだ

をほぐす運
うん

動
どう

を行
おこな

いました。またマスク生
せい

活
かつ

の

ために呼
こ

吸
きゅう

が浅
あさ

くなり、顔
かお

や口
くち

の筋
きん

肉
にく

が固
かた

まりやすく

なっているため、顔
かお

の筋
きん

肉
にく

を動
うご

かす運
うん

動
どう

なども教
おし

えて

もらいました。みなさん、体
からだ

が軽
かる

くなり、すっきりと

した表
ひょう

情
じょう

で帰
かえ

っていきました。 

 

絵手紙で日本語と日本文化も 

3月
がつ

３
みっ

日
か

は「絵
え

手
て

紙
がみ

教
きょう

室
しつ

」を開
かい

催
さい

しました。絵
え

手
て

紙
がみ

は絵
え

にひとこと添
そ

えて書
か

くので、日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べん

強
きょう

にもなるし、

日
に

本
ほん

の折
おり

々
おり

の行
ぎょう

事
じ

についても知
し

ることもできるので、帰
き

国
こく

者
しゃ

にはもってこいの体
たい

験
けん

だと言えます。この日
ひ

はちょう

どひな祭
まつ

りということもあり、うぐいす餅
もち

や桜
さくら

餅
もち

、ミニ

ひな人
にん

形
ぎょう

などの画
が

材
ざい

が用
よう

意
い

され、ひな祭
まつ

りについてのお

話
はなし

も聞
き

くことができました。 

 

お花好きには大好評 

3月
がつ

２６日
にち

には初
はじ

めての試
こころ

みである「ハ

ーバリウム体
たい

験
けん

教
きょう

室
しつ

」を開
かい

催
さい

しました。

小
こ

瓶
びん

の中
なか

に様
さま

々
ざま

な種
しゅ

類
るい

のプリザーブドフ

ラワーをピンセットで入
い

れ、竹
たけ

串
ぐし

を使
つか

って

花
はな

の位
い

置
ち

を調
ちょう

整
せい

したら、オイルを注
そそ

ぎます。気
き

泡
ほう

が抜
ぬ

けたら蓋
ふた

を閉
し

め、リボンやシールで飾
かざ

って完
かん

成
せい

。

参
さん

加
か

者
しゃ

の中
なか

にはお花
はな

が好
す

きな人
ひと

も多
おお

く、さっそく自
じ

分
ぶん

の

家
いえ

に飾
かざ

ろうと持
も

ち帰
かえ

っていました。 
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～新年度が始まりました～  

4月
がつ

8
よう

日
か

から新
しん

学
がっ

期
き

がスタートし、当
とう

センターも活
かっ

気
き

づいています。現
げん

在
ざい

の新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

状
じょう

況
きょう

のために受
じゅ

講
こう

を控
ひか

える人
ひと

もいますが、久
ひさ

しぶりに顔
かお

を合
あ

わせた帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんは本
ほん

当
とう

にうれしそう。やは

り話
わ

題
だい

になるのは、新
しん

型
がた

コロナウイルスに関
かん

することで、これから始
はじ

まるワクチン接
せっ

種
しゅ

の話
はなし

をしていました。 

元
げん

気
き

ですか、と声
こえ

をかけると「元
げん

気
き

じゃない！」と元
げん

気
き

な返
へん

事
じ

。「教
きょう

室
しつ

が休
やす

みだったから元
げん

気
き

じゃなかっ

た。ここに来
き

て、みんなに会
あ

うと元
げん

気
き

になる。今
いま

はあまり外
そと

に出
で

かけたりもしないから、家
いえ

に三
みっ

日
か

もいれば

退
たい

屈
くつ

になる」。当
とう

センターを指
さ

して、託
たく

児
じ

所
しょ

ならぬ託
たく

老
ろう

所
しょ

という言
こと

葉
ば

まで飛
と

び出
だ

し、みなさん、楽
たの

しそうに笑
わら

っていました。いまだに予
よ

断
だん

を許
ゆる

さない感
かん

染
せん

状
じょう

況
きょう

ではありますが、帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんのように笑
え

顔
がお

を忘
わす

れ

ずに乗
の

り越
こ

えていきたいと思
おも

います。 

退任のあいさつ 

青山智恵 主査 

４月
がつ

から別
べつ

の

部
ぶ

署
しょ

で違
ちが

う仕
し

事
ごと

を担
たん

当
とう

すること

になりました。

３年
ねん

間
かん

、たいへ

んお世
せ

話
わ

になり

ました。せっか

く、みなさんと

親
した

しくなって、これからいろんなイベントを企
き

画
かく

し

て一
いっ

緒
しょ

に体
たい

験
けん

させていただくつもりだったのに、と

ても残
ざん

念
ねん

です。 

 私
わたし

の曽
そう

祖
そ

父
ふ

・大
おお

叔
お

母
ば

・伯
お

母
ば

は戦
せん

前
ぜん

、樺
から

太
ふと

で生
せい

活
かつ

し

ていて戦
せん

後
ご

、山
やま

形
がた

県
けん

遊
ゆ

佐
ざ

に引
ひ

き揚
あ

げることができま

した。実
じつ

は私
わたし

の母
はは

も、小
しょう

学
がっ

校
こう

に入
にゅう

学
がく

する昭
しょう

和
わ

21

年
ねん

４月
がつ

には、遊
ゆ

佐
ざ

から樺
から

太
ふと

に行
い

く予
よ

定
てい

でした。その

ため、おととしの夏
なつ

、赤
あか

れんが庁
ちょう

舎
しゃ

にあった樺
から

太
ふと

関
かん

係
けい

資
し

料
りょう

館
かん

で、当
とう

時
じ

の「大
おお

泊
どまり

―遊
ゆ

佐
ざ

」のチッキ（手
て

荷
に

物
もつ

預
あずか

り証
しょう

）を見
み

た時
とき

には、感
かん

慨
がい

深
ぶか

いものがありま

した。また、センターで、樺
から

太
ふと

にあった当
とう

時
じ

の高
こう

等
とう

女
じょ

学
がっ

校
こう

の写
しゃ

真
しん

を見
み

たりすると、大
おお

叔
お

母
ば

らがかつて樺
から

太
ふと

で過
す

ごした青
せい

春
しゅん

の日
ひ

々
び

がどんなものであったの

か、考
かんが

えたりしました。 

担
たん

当
とう

する仕
し

事
ごと

は変
か

わりましたが、センターが入
はい

っ

ている建
たて

物
もの

の同
おな

じフロアにはおりますので、見
み

かけ

たら声
こえ

をかけてくださいね。みなさん、くれぐれも

お体
からだ

を大
たい

切
せつ

にして過
す

ごしてください。 

着任のあいさつ 

鹿野牧子 主査 

みなさん、

こんにちは。  

この 4月
がつ

より

中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

支
し

援
えん

・交
こう

流
りゅう

センターで勤
きん

務
む

している鹿
しか

野
の

牧
まき

子
こ

と申
もう

し

ます。旭
あさひ

川
かわ

生
う

まれなのですが、父
ちち

の仕
し

事
ごと

の関
かん

係
けい

等
など

で、札
さっ

幌
ぽろ

のほかに、道
どう

内
ない

のいろいろな所
ところ

に住
す

んだ経
けい

験
けん

があります。 趣
しゅ

味
み

は旅
りょ

行
こう

です。多
た

様
よう

性
せい

あふれ

るセンターで皆
みな

さんと共
とも

に交
こう

流
りゅう

や学
まな

ぶ機
き

会
かい

等
など

を増
ふ

やしていきたいと思
おも

います。 

どうぞよろしくお願
ねが

いします。 

 

 

 

 

６月・７月の行事 

6月 7日 DVD鑑賞会 

6月 16日 介護予防サロン（手稲前田） 

6月 27日 

 

介護予防サロン（もみじ台） 

7月 18日 

 

介護予防サロン（もみじ台） 

7月 19日 DVD鑑賞会 

7月２1日 

 

介護予防サロン（手稲前田） 

 


